平成２７年度第１回射水みなとまちづくり戦略会議議事録

日時：平成２７年４月１６日（木）　　　　　
午後３時３０分～午後５時１５分　
場所：射水市役所新湊庁舎２階大会議室　

　
事務局　：　ただ今から、平成２７年度第１回射水みなとまちづくり戦略会議を開催いたします。それでは、開会に当たり、産業経済部長が挨拶を申し上げます。
部長　：　本日は、お忙しい中、委員の皆様、アドバイザーの皆様には、ご出席を賜り、誠に有難うございます。

前回、２月の会議では、昨年３月に発行した新方策についての検証を行った後、委員の皆様から多くのご意見をいただきました。大変、有難うございました。

前回の会議でお知らせしたとおり、２月２日から３月３１日までベイエリアのキャッチフレーズを募集いたしました。全国から５６９点の応募があり、事務局の方で８２点に絞り込み、皆様へ最終選考をお願いいたしました。今日はその集計の結果の報告もありますのでよろしくお願いします。

また、会議終了後、本会議の委員長であります富山高等専門学校准教授様から「射水みなとまちづくり方策と北陸新幹線」をテーマにご講演をいただくこととしております。

今回も皆様の忌憚のないご意見をいただき、有意義な会となりますよう、ご協力をお願い申し上げまして、開会のごあいさつとさせていただきます。

事務局　：　ありがとうございました。本日の出席委員はお手元の配席表のとおりです。代理の方も含め全員出席となっております。
(部長、次長を改めて紹介)
　それでは、これより議事に入ります。射水みなとまちづくり戦略会議設置要綱の規定により、委員長に議長を務めていただきます。委員長、よろしくお願いいたします。

委員長　：　(自己紹介後)それでは、これから協議事項に入ります。

最初に、協議事項（１）「射水ベイエリアキャッチフレーズの選考について」事務局から説明をお願いします。
事務局　：　それでは、キャッチフレーズの得票結果とこれまでの経緯についてご説明させていただきます。２月２日から３月３１日までベイエリアキャッチフレーズの募集をしたところ、遠くは北海道から、全部で５６９点の応募をいただきました。第一段階として、産業経済部事務局内で８２点まで絞り込み、その中から、皆様に選考していただきました。
ご覧のとおり、突出した得票を得た、キャッチフレーズはなく、上位１０点での決選投票で最優秀賞１点、優秀賞４点を決定していただければと考えております。選考方法は、本日出席の委員、アドバイザー１４名の方により、お一人持ち点を５点とし、投票していただきます。例えば、１作品だけを選び５点を付ける、２作品を選び３点と２点を付ける、３作品を選び、２点、２点、１点を付ける、５作品を選び１点づつ付ける。などです。また、１位及び５位のところで同点になった場合は委員長に一任し選考していただくことにしたいと思います。
よろしくお願いします。
委員長　：　ありがとうございました。

　それでは、射水ベイエリアキャッチフレーズにつきましては、報告のとおり投票により決定して、よろしいでしょうか。

委員　：（異議なしの声多数）
委員長　：　それでは、射水ベイエリアキャッチフレーズについて只今より投票を行います。投票用紙を配布後５分ほど時間を設けますので、皆さんご記入願います。
(委員、アドバイザーが記入した投票用紙を事務局で回収・集計し、結果を報告)
委員長　：　それでは、結果を復唱させていただきます。
　最優秀賞(１位)は「夢つなぐ きときと射水 ベイエリア」で２２点、２位は同点で３点ありまして「海と山との万華鏡～射水ベイエリア～」、「ワクワク 射水 オンリー湾」、「湾ダフル！ かがやき一番 ゆめ射水」で９点、そして５位は「射水から つながる世界の ベイエリア」で７点でした。

　それでは、この投票結果をもちまして射水ベイエリアのキャッチフレーズを決定してよろしいでしょうか。

委員　：　(異議なしの声多数)

委員長　：　それでは、射水ベイエリアキャッチフレーズは「夢つなぐ きときと射水 ベイエリア」に決定いたしました。このフレーズの由来を教えていただいてもよろしいですか。
事務局　：　このフレーズは、射水ベイエリアが県内外はおろか世界の観光地の名所として、大勢の人たちが参集される事を希望して名付けられました。
委員長　：　続きまして、その他について、事務局より報告をお願いします。

事務局　：　射水ベイエリアの施設整備の現状について報告させていただきます。まず、新湊マリーナの整備についてですが、北陸新幹線開業及び世界で最も美しい湾クラブ加盟を機に新湊マリーナの整備が開始されております。主な整備として、ヨット保管施設２４０隻分の増設、既存クラブハウスの修繕、拡張、バーべキュウ広場の整備などが富山県で実施されます。
　次に、元気の森公園パークゴルフ場整備についてですが、現状の１８ホールに加え、平成２７年度１０月完成を目途に１８ホールの増設が行われています。既存コースと同様に眺めの丘を中心とした、眺望に優れたコースとなる予定です。
委員長　：　ありがとうございました。ご質問やご意見があれば賜りたいと存じます。

委員長　：　マリーナの整備にはマリンカフェは関連していますか。
委員　：　マリンカフェの土地は県が所有していますが、運営は民間業者が主体となります。
　地元住民としての意見ですが、予算の範囲内でベイエリアの施設案内看板をより充実させてもらいたいです。他の地域から来られた方に、「どこに何があるのか分かりにくい。」とよく言われます。

委員　：　内川沿いの景観保護のために、プレジャーボートの係留場所の整備や係留規制について、県の方でどのように考えておられるのか伺いたい。
アドバイザー(県)　：　不法係留等への対策につきましては、引続き射水市さんと勉強会を開催して協議していきます。
委員　：　係留規制だけでなく、係留船の登録制度や連絡先報告義務化なども検討してみてはどうですか。
委員　：　漁業用の使用済みの網の処分について、海外の業者への売却も含めて検討していく必要があります。処分に多額の費用がかかるため、処分できずに放置されています。
委員　：　新幹線開業に伴う射水市のPR活動が、県内の他の自治体に比べて少ないのではないかと思うのですが。
事務局　：　射水市単体でのPR活動も含め、西部６市で構成されている観光の連絡協議会を通じて首都圏でPR活動をしています。
委員　：　今年は新幹線開業やタモリカップ、全国豊かな海づくり大会など様々なイベントがあって県内も盛り上がっていますが、来年以降は今年に比べて話題となるイベントも少ないので、みなとまちづくり戦略会議で射水ベイエリアのにぎわい戦略を考えていく必要があると思います。また、タモリカップにおいて、県と市はどのように関わっているのか伺いたいのですが。それから、富山湾が「世界で最も美しい湾クラブ」に 加盟していることに対する認知度が低いと思われるのですが、PR不足ではないでしょうか。
事務局　：　来年度以降のイベント・活動については、県も市も共に検討しておりますし、射水市においては映画「人生の約束」公開による観光客増の受入体制づくりにも注力してまいります。また、タモリカップについては、現段階ではまだ射水市に詳細な情報が入ってきておりませんが、今後事務局から情報が提供されると思いますし、県港湾課と連携して協力していきたいと考えております。
委員　：　海王バードパークの活用について、戦略会議の中で検討してもらいたいです。
事務局　：　引続き県へ要望していきます。

委員長　：　それでは、ご意見が無いようですので、ここで会議を閉じたいと思います。委員の皆様、アドバイザーの皆様におかれましては、お忙しい中ご出席賜り、ありがとうございました。それでは、事務局にお返しします。

事務局　：　委員長、ありがとうございました。

本日は、射水ベイエリアのキャッチフレーズを決定していただきありがとうございました。この後、４月２８日の市長定例記者会見で発表する予定とし、５月３日の海王丸パークイベント「ちびっこ天国２０１５」の中で表彰していきたいと考えております。

以上を持ちまして本日の会議を閉じたいと思います。

引き続き、本日、議長を務めていただきました、富山高等専門学校国際ビジネス学科准教授の講演を行います。準備の関係でしばらくお待ちください。

ただいまから、講演をはじめさせていただきます。

本日講師をお願いしております、本会議委員長であります、富山高等専門学校准教授を改めてご紹介いたします。先生は、大阪府出身です。

立命館大学文学部地理学科ご卒業。法政大学大学院人文科学研究科地理学専攻修士課程を修了されています。１９９８年４月より富山商船高専(現富山高専)に教員として着任。著書、執筆等もされています。

それでは、「射水みなとまちづくり方策と北陸新幹線」と題しまして、ご講演をいただきます。よろしくお願いいたします。

（講演）

事務局　：　ご講演ありがとうございました。

せっかくの機会でありますので、何かご質問のある方はいらっしゃいませんか。

ご質問が無いようですので、講演を閉じさせていただきます。ありがとうございました。皆様、今一度、拍手をお送りください。

以上をもちまして、本日予定しておりました、全ての会議を終了いたします。

本日、皆様には、お忙しい中、ご出席いただき誠にありがとうございました。

皆様、お気をつけてお帰り下さい。

PAGE  
- 1 -

